
特集　森
も り

林と生きる

力を合わせて、正々堂々勝負！
　大江中学校の運動会が、８月27日におこなわれました。今年で41回

目を迎え「躍動祭」という名称になった運動会で、生徒たちは紅白両

軍に分かれて熱戦を展開。リレーや騎馬戦など、チームワークが勝敗

を分ける種目では、両軍の結束力が光りました。また、応援合戦では

両軍とも精一杯声を振り絞り、大迫力の応援を披露しました。
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森も

林り

と
生
き
る

　
豊
富
な
森
林
を
有
す
る
本
町
で
は
、
人
々
は
古
く
か
ら
森
の
恵
み
に

支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
県
が
推
進
す
る
「
や
ま

が
た
森モ

リ林
ノ
ミ
ク
ス
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
森
林
の
価
値
は
再
び

多
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
町
産
の
良
質
な
木
材
で
あ
る
「
西
山
杉
」
の
利
用
拡
大
を
は
じ
め
、

森
林
資
源
を
生
か
し
た
地
域
振
興
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
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森
林
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た

�

西
山
杉
の
魅
力

　
村
山
盆
地
を
南
北
に
流
れ
る
最
上
川
を

境
に
、
東
側
の
奥
羽
山
系
は
「
東
山
」、

西
側
の
出
羽
丘
陵
山
系
は
「
西
山
」
と
古

く
か
ら
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

本
町
の
七
軒
地
区
を
中
心
に
、
北
は
西
川

町
の
本
道
寺
地
区
か
ら
、
南
は
朝
日
町
の

立
木
地
区
に
か
け
て
の
区
域
か
ら
産
出
さ

れ
る
木
材
を
「
西
山
杉
」
と
称
し
て
き
ま

し
た
。
昔
か
ら
市
場
で
木
材
を
求
め
る

人
々
の
間
で
は
、「
西
山
か
ら
出
る
木
は

良
い
も
の
ば
か
り
だ
か
ら
、
必
ず
買
え
」

と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
西
山
地

域
の
木
材
の
品
質
に
対
す
る
、
信
頼
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

現
在
で
も
、
そ
の
品
質
の
良
さ
か
ら
西
山

杉
は
市
場
で
高
い
評
価
を
受
け
続
け
て
い

ま
す
。

　
西
山
杉
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、
美
し
い

光
沢
が
あ
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
板
目
の

製
材
品
は
光
沢
の
良
さ
が
際
立
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
色
彩
の
良
さ
も
大

き
な
特
長
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
を
重

ね
る
ご
と
に
西
山
杉
の
色
彩
は
冴
え
を
増

し
、
木
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
美
し
さ
が

際
立
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
材
質
が

固
め
で
あ
り
、
か
ん
な
切
り
な
ど
の
加
工

が
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
、
西
山
杉
が

人
気
を
集
め
る
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
中
央
公
民

館
・
町
立
図
書
館
「
ぷ
く
ら
す
」
は
、
西

山
杉
の
丸
太
で
作
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
山

杉
は
「
大
径
木
」
と
呼
ば
れ
る
幹
の
太
い

木
が
と
て
も
良
質
で
あ
り
、
そ
の
点
で
も

貴
重
な
木
材
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
ぷ

く
ら
す
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
西
山
杉

の
魅
力
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
表
さ
れ

た
、
壮
大
な
モ
デ
ル
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

秘
密
は
ふ
る
さ
と
の

�

山
の
豊
か
さ
に
あ
り

　
西
山
杉
の
大
径
木
は
、
植
林
か
ら
伐
採

ま
で
の
期
間
が
非
常
に
長
く
、
70
年
か
ら

80
年
に
も
な
り
ま
す
。
樹
齢
を
重
ね
、
太

く
成
長
し
た
木
は
年
輪
の
密
度
が
高
く
、

美
し
い
木
目
と
色
つ
や
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
育
林

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
木
を
育
む
山

の
土
壌
が
養
分
豊
か
で
あ
る
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
中
に
深

く
根
を
張
る
だ
け
の
柔
ら
か
い
土
の
層
が

あ
る
た
め
、
根
本
が
太
く
安
定
し
た
木
が

育
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

冬
は
深
い
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
気
候
で
あ
っ

て
も
、
西
山
杉
は
た
く
ま
し
く
真
っ
す
ぐ

地域のシンボルとなる公共の建
物の木造化により、西山杉の利
用拡大が期待されます。

薪
まき
やチップなどの「木質バイオ

マス」の利用により、木材需要
も高まります。

木目の美しさを生かし、家具や
インテリアへの利用が進めば、
さらなるＰＲにつながります。

公共建築物

エネルギー家具・インテリア
山里交流館の薪ストーブ西山杉の置時計、写真立てなど

美郷地区コミュニティーセンター

樹齢約80年の西山杉を半割りにした長さ15メートル
のベンチ。中央公民館の入口のそばに置かれています。

～町産の資源をフルに活用～

暮らしの中の西山杉

強度に優れ、温度・湿度調節機
能を備えた木造住宅は、西山杉
の代表的な利用方法です。

住　宅
大江町型住宅（自由設計）

3・広報おおえ



に
伸
び
続
け
、
長
い
長
い
年
月
を
経
て
美

し
い
木
に
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

地
域
に
循
環
を
も
た
ら
す

�
木
材
の
利
活
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
高
い
評
価
を
受
け
、

ま
さ
に
「
ふ
る
さ
と
の
財
産
」
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
西
山
杉
。
そ
の
積
極
的
な

活
用
を
図
り
、
地
域
の
林
業
・
木
材
産
業

の
振
興
の
実
現
に
向
け
て
、県
と
、本
町
・

西
川
町
・
朝
日
町
、
そ
し
て
木
材
産
業
の

関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
西
山
杉
利

活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
、
平
成

26
年
９
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

県
が
提
唱
す
る
「
や
ま
が
た
森モ

リ林
ノ
ミ
ク

ス
」
の
枠
組
み
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
の

指
針
を
、
今
年
３
月
に
示
し
ま
し
た
。

　
生
産
か
ら
流
通
・
加
工
、
そ
し
て
利
用

に
至
る
木
材
産
業
の
流
れ
の
中
で
、
特
に

利
用
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
、
製
材
・
加

工
業
者
、
設
計
・
建
設
業
者
な
ど
関
係
者

が
一
体
と
な
り
、
本
町
で
建
築
を
奨
励
し

て
い
る
「
大
江
町
型
住
宅
」
の
さ
ら
な
る

展
開
を
は
じ
め
、
地
域
材
を
利
用
し
た
地

産
地
消
型
の
家
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
指
針
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
県
で
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
拡
大
、
家
具
・
イ
ン
テ
リ

ア
へ
の
利
用
の
促
進
な
ど
、
地
域
内
で
の

生
産
・
流
通
加
工
・
利
用
を
進
め
、
木
材

の
地
域
内
循
環
の
仕
組
み
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
森
林
を

�

取
り
戻
す
た
め
に

　
西
山
杉
の
産
地
で
あ
る
七
軒
地
区
は
、

か
つ
て
は
林
業
が
主
要
産
業
で
し
た
。
し

か
し
、
国
産
の
木
材
の
価
格
が
急
激
に
下

落
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
林
業
の
収
入

は
低
迷
。
多
く
の
人
々
が
山
で
の
仕
事
か

ら
離
れ
、
過
疎
化
も
進
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
林
業
に
従
事
す
る
人
々
も
高

齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
後
継
者
不
足
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
の
整
備
や
収
穫
の
た
め
の

伐
採
を
お
こ
な
っ
て
も
採
算
が
と
れ
な
い

と
い
う
状
況
も
あ
っ
て
、
利
用
さ
れ
な
い

森
林
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
手
入
れ
の

行
き
届
か
な
く
な
っ
た
森
林
は
根
元
に
植

物
が
育
た
ず
、
土
壌
の
養
分
も
乏
し
く
な

り
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
山
が
荒
れ
て
い
く
の
を
防
ぎ
、
美
し
い

森
林
を
取
り
戻
す
た
め
の
第
一
歩
は
、
使

わ
れ
て
い
な
い
木
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

木
を
植
え
て
育
て
、
伐
採
し
、
ま
た
植
え

る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
立
て
直
す
こ
と
で
、

森
林
は
保
全
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
出
る
間

伐
材
な
ど
の
利
用
に
よ
り
地
域
経
済
に
も

好
影
響
が
生
ま
れ
ま
す
。
山
間
地
域
の
未

来
の
た
め
に
、
今
、
森
林
の
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
進
ん

で
い
ま
す
。

木
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

�

森
林
と
地
域
に
活
力
を

　
木
材
資
源
を
有
効
活
用
す
る
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利

用
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
間
伐
材
な

ど
か
ら
作
ら
れ
る
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト
、

廃
材
や
住
宅
解
体
材
な
ど
、
木
材
に
由
来

す
る
資
源
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
呼
び
、

こ
れ
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
暖
房
や
給
湯

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
と
比

私
た
ち
が
木
に
出
会
う
ま
で

～
木
材
の
流
通
～

山に苗木を植え、その後枝打ち
や間伐などの手入れをします。

植林・保育

成長した立木を切り倒し、利用
する長さに切り離して市場や工
場に運びます。

伐 採

丸太の皮をむいて角材や板材な
どに加工し、十分乾燥させます。

製材・乾燥

柱や梁
はり
を骨格とし、木材を組み

合わせて住宅などを建てます。

建 築
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べ
て
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
く
、
再
生
可

能
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と

し
て
全
国
的
に
利
用
の
動
き
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
複
雑
な
加
工
を
必
要
と
せ

ず
、
誰
に
で
も
簡
単
に
作
れ
る
薪ま

き

を
活
用

す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
山
里
交
流
館
「
や
ま
さ
ぁ
ー
べ
」

に
お
い
て
は
す
で
に
薪
ボ
イ
ラ
ー
と
薪
ス

ト
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
公

共
施
設
な
ど
を
中
心
に
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
材
が
不
足
し
て
い

る
被
災
地
へ
向
け
て
薪
を
販
売
す
る
取
り

組
み
も
あ
り
、
こ
う
し
た
需
要
の
増
加
に

よ
っ
て
新
た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
地
域
経

済
の
好
循
環
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

森
林
の
恵
み
を
生
か
し

�

広
が
る
可
能
性

　
現
在
、
若
者
や
女
性
の
間
で
も
森
林
に

注
目
す
る
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
県
内
で
山
や
林
業
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
女
性
の
方
々
が
結
成
し

た
「
林
業
女
子
会
＠
山
形
」
で
す
。

　
林
業
女
子
会
は
七
軒
地
区
を
活
動
拠
点

と
し
、
林
業
に
携
わ
る
方
や
山
間
地
域
で

暮
ら
し
て
い
る
方
に
お
話
を
聞
い
た
り
、

実
際
に
山
に
足
を
運
ん
で
作
業
を
体
験
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
林
業
の
現
状
を
知
る

月
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
い
て
山
に
関
す
る

知
識
を
共
有
す
る
活
動
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　
森
林
の
恵
み
は
木
材
だ
け
に
限
ら
ず
、

豊
か
な
自
然
そ
の
も
の
が
町
な
ら
で
は
の

貴
重
な
資
源
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
木
の

実
や
山
菜
、
き
の
こ
な
ど
の
山
の
味
覚
、

そ
し
て
そ
れ
を
生
か
し
た
料
理
な
ど
、
山

が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
恩
恵
は
多
彩
で
す
。

多
く
の
人
を
引
き
つ
け
る
森
林
の
魅
力
は
、

豊
富
な
山
林
資
源
の
利
用
拡
大
と
新
た
な

産
業
を
生
み
出
す
可
能
性
に
満
ち
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

庄司　誠さん
（諏訪原）

金上林業

　大江町産の西山杉は良質な大径木が多
く、これは町ならではの木材として自慢
できる点です。最近は地元産の木材で
作った家具などを求める方が増えている
のですが、西山杉は特に「こんなに立派
なものがあるとは思わなかった」という
方が多いそうです。
　また、都会でも木造住宅の人気が高
まってきているので、首都圏などの木材
需要が多くなっています。今後もっと販
路を拡大して、山林に関わる人たち全体
が活気づくようになればいいと考えてい
ます。

山口啓一さん
（沢口）

沢口区若者会

　私たちは薪を作ることで山林を荒廃か
ら守り、地域内経済が循環する仕組みを
構築するため、薪供給者の育成や情報発
信、講演会などの活動をしています。
　県内では薪ストーブなどを導入する家
が毎年150～200件ずつ増加し、町内でも
補助金を受けて購入する方が増えていま
す。現在、公共施設への薪ボイラーの導
入が検討されており、今後も普及が進む
ことを期待しています。
　今は技術が進んで薪ストーブも扱いや
すくなっているので、より多くの方に薪
の可能性について知ってほしいですね。

稲田瑛乃さん
（鶴岡市）

林業女子会＠山形

　大江町は自然が豊かで、林業で頑張っ
ている方も多く、私たちの活動にぴった
りの場所です。大学で専攻していたので
林業の知識はあったのですが、昔から山
と関わり続けてきた方たちとふれあうこ
とで、山の仕事と暮らしの繋がりを実感
することができました。山里の雰囲気の
温かさにも、とても癒されます。
　今後はメンバーの得意分野を生かしな
がら、山里の暮らしを学んでいきたいで
す。もっとたくさんの人が山や森に興味
を持って、足を運ぶようになってくれる
といいですね。

木に携わる方々にお聞きしました

柏倉菊正さん
（望山）

大江町製材組合長
望山製材㈱

　西山杉は適度に赤みが強く、色つやが
良くて明るい色彩が特徴的です。これは、
産地の土壌の豊かさが大きく影響してい
ると思います。
　これからの大きな課題は、後継者の確
保と育成です。木造建築がこれからも広
く受け入れられるためには、木の本来の
良さを生かした建築ができる「匠」の技
を、受け継いでくれる人が必要です。木
が持っている本物の魅力をたくさんの人
に知ってもらえるようになれば、木材を
扱う業界全体が盛り上がっていくのでは
ないでしょうか。

5・広報おおえ

■ 特集　森
も り

林と生きる
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　昨年度から富沢地内に建設を進めてきた、

大江町やまがた地鶏食鳥処理施設が今年完成

し、８月25日に開所式がおこなわれました。

式典には関係者など30名が出席し、食鳥処理

事業の成功を祈る神事がおこなわれました。

出席者は施設内の設備を見学した後、テルメ

柏陵健康温泉館での試食会に参加。食鳥処理

施設で加工された鶏肉の焼き鳥とから揚げを

試食し、やまがた地鶏ならではの適度な歯ご

たえとおいしさを味わっていました。

　本町では、平成20年度に有志による「大江

地鶏の会」が組織され、やまがた地鶏の飼育

が開始されました。これを皮切りに、町では

やまがた地鶏の特産品化を目指してさまざま

な取り組みを進めてきました。町内での飼育

羽数も年々増加し、今年度は約3500羽の飼育

を見込んでいます。

　しかし、これまでの販路開拓・流通・商品

化の過程で、安定供給や希少部位の提供、冷

凍しないフレッシュ肉での提供などが大きな

課題となっていました。

　このたび開所した食鳥処理施設では、やま

がた地鶏を主として、食鳥を解体する食鳥処

理と鶏肉を部位ごとに切り分ける食肉処理を

おこないます。運営が本格化することによっ

て、飲食店などの消費者からの要望に対する

よりきめ細かな対応が可能になり、従来の課

題の解決を図ることができると考えられてい

ます。

　施設は兼子土木株式会社が指定管理者と

なって、８月から運営を開始。今後、やまが

た地鶏の特産品化に向けて、さらなる販路拡

大と生産の増大に繋がっていくことが期待さ

れます。

■特産品化へ向けて大きな一歩
　～やまがた地鶏食鳥処理施設開所式～

▲�富沢地内に完成し、８月から稼働を開始したやまがた
地鶏食鳥処理施設

▲�開所式でおこなわれた
神事の様子

　これまで任意接種だったＢ型肝炎ワクチンが、予防接種法の改正により10月１日より定期接種

（公費負担）となります。詳細は、９月に対象者へ個別通知します。

◆�対象者／平成28年４月１日以降に生まれた０歳児

◆接種回数／生後１歳になるまでの間に３回

※�27日（４週）以上の間隔をあけて２回接種した後、初回接種から

139日（20週）以上の間隔をあけて１回接種

※�10月１日以前に任意接種を受けている方は、すでに定期接種で規

定された回数分の接種を受けたものとみなします。また、母子感

染予防対象者（健康保険によりＢ型肝炎ワクチンの投与を受けた

方）は対象外となります。

※お問い合わせは、健康福祉課保健衛生係☎ (62)2114まで

■定期接種が始まります　～Ｂ型肝炎ワクチン～

▲�やまがた地鶏の焼き鳥とから
揚げが振る舞われました

▲施設内の設備を見学する出席者

平成２８年９月号・6
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　町では、空き家などの賃貸または売

却を希望する所有者から情報提供を受

け、空き家・空き地情報提供システム

に登録した物件をホームページなどを

通じて利用希望者に紹介するサービス

をおこなっています。

　また、空き家を利用する方の負担を

軽減し、より利用しやすくするための

支援制度もあります。このうち、空き

家の所有者および利用者が水回りや内

装・外装などの改修をおこなう場合の

補助金について、交付要件が今年から

緩和され、制度を利用しやすくなりま

した。補助を受ける場合に必要な書類

など、詳細については担当へお問い合

わせください。

※�お問い合わせは、政策推進課総合戦

略推進係☎ (62)2118まで

■より利用しやすくなりました
　～空き家利用支援制度～

《空き家の家財道具を処分・清掃したい所有者の方》
◆対 象 者／�大江町空き家・空き地情報提供システムに空

き家を登録している所有者

◆対象経費／�家財道具などの処分・搬出、空き家の清掃に

要する経費

◆補 助 率／賃貸希望物件：対象経費全額（上限10万円）

　　　　　　売買希望物件：対象経費の1/2（上限５万円）

《空き家を改修したい所有者・利用者の方》
◆対 象 者／�大江町空き家・空き地情報提供システムを利

用して空き家を売買または賃貸借し、改修工

事をおこなう所有者および利用者

◆対象工事／�台所、トイレ、浴室、洗面所などの水回り、

内装、屋根、外装などの改修工事

　　　　　　※申請後の工事のみ対象となります。

◆補助率／

区　　分 空き家の購入 空き家の賃借・賃貸

若者世帯、子育て世
帯、新婚世帯、町外か
らの移住世帯、事業を
目的とする者のうち
いずれか１つに該当

対象経費の2/3
（上限60万円）

対象経費の1/2
（上限40万円）

若者世帯、子育て世
帯、新婚世帯、町外か
らの移住世帯への該
当なし

対象経費の1/4
（上限30万円）

対象経費の1/6
（上限20万円）

《空き家に住む利用者の方》
◆対象者／�大江町空き家・空き地情報提供システム利用し

て空き家を購入または賃借している方

◆交付額／10万円（１回限り）

空き家利用に関する補助制度

　本町では平成23年３月に「大江町地域福祉計画」を策定し、

「ともに支え合う地域社会を築いていこう」を基本方針と

して、５年間にわたって計画を推進してきました。そして

今年３月、今後の地域福祉のあり方などについて広い視点

から見直した新たな計画を策定しました。

　年々進行する少子高齢化や核家族化、生活様式の多様化

などを背景に、地域住民が抱える生活課題も複雑化してい

る現状にあります。こうした課題の解決のために、住民同

士が互いに支え合う「互助」の考え方が重視されています。

　このたびの「大江町地域福祉計画（第２期）」では、高齢者や障害者、児童など誰もが手を携え、住み

慣れた地域で安心して暮らせる社会づくりを目標とし、基本方針を「地域の“絆”を深め、安心して暮ら

せる社会を築こう」としています。この方針のもと、福祉サービスの適切な利用の推進や住民主体による

地域づくりのための条件整備、住民の支え合いによる地域づくりを重点施策とし、平成32年度まで地域福

祉推進のための取り組みを進めていきます。

■安心して暮らせる地域社会を目指して
　～大江町地域福祉計画（第２期）策定～

▲�今年度からスタートした一般介護予防事業

　「いきいき貯筋教室」

7・広報おおえ



　

８
月
10
日
。
中
央
通
り
商
店
街
に
飾
ら
れ
た
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
に
色
鮮
や
か

な
明
か
り
が
灯
さ
れ
、
駅
前
で
は
家
々
の
前
を
行
燈
の
柔
ら
か
な
光
が
照
ら
し

出
し
た
。
祖
先
の
魂
を
導
く
迎
え
火
の
列
。
古
来
、
盆
の
時
期
に
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
営
み
の
先
に
、
こ
の
町
が
最
も
華
や
か
に
盛
り
上
が
る
日
が
、
今
年
も

や
っ
て
く
る
。

　

８
月
15
日
。
原
町
通
り
に
に
ぎ
や
か
な
露
店
が
立
ち
並
び
、
町
内
外
か
ら
の

大
勢
の
人
々
が
祭
り
を
楽
し
む
中
、
突
然
降
り
出
し
た
激
し
い
雨
。
94
年
目
の

花
火
大
会
の
開
会
を
告
げ
る
御
神
火
が
大
会
本
部
前
に
灯
さ
れ
る
と
、
不
思
議

と
穏
や
か
な
空
が
戻
っ
て
き
た
。
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
次
々
と
夜
空
へ
解
き
放

た
れ
、
轟
音
と
と
も
に
咲
き
乱
れ
る
、
四
千
発
の
鮮
や
か
な
光
の
花
々
。
約

７
万
人
の
来
場
者
が
き
ら
め
く
夜
空
を
見
上
げ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
祈
り
が

込
め
ら
れ
た
灯
籠
の
送
り
火
の
群
れ
が
、
静
か
に
川
を
下
っ
て
い
っ
た
。

水郷大江
  �夏まつり

①サマー・コミュニケーション・フェス

Ｏ－ＳＴＥＰキッズダンス「ＳＭＩＺＥ」

のパフォーマンス　②朝市のにぎわい

③原町露店市でかき氷を楽しむ子ども

たち　④８区行燈まつり　⑤魚つかみ

どり大会では大物が続々　⑥雨に見舞

われた河川敷の様子　⑦最上川の水難

者を供養する川供養　⑧左沢高校ボラ

ンティアによる灯ろう流し　

ふるさと盆まつり・青竹ちょうちんまつり（中央通り商店街）

❶ ❷

❸ ❹

❺

❻ ❼

❽

平成２８年９月号・8
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　わかば保育園の園児たちが、８月８日から10日に

かけてミニトマトのもぎ取り体験をおこないまし

た。この農業体験は、農業委員を務める渡邉貞子さ

ん（梨木原）が中心となり、食育活動のひとつとし

て今年初めて実施されたものです。

　園児たちは、渡邉さんの畑で赤や黄色につやつや

と光るミニトマトを１つずつもぎ取り、とれたての

甘い実を味わいながら「持って帰って、パパやママ

にも食べてほしい」と、笑顔で話していました。

8
8~10 とれたては甘くておいしい！

　新成人としての門出をふるさとで祝う、平成28年度の大

江町成人式が、８月14日にふれあい会館で開催されました。

今年は平成７年４月２日から平成８年４月１日までに生ま

れた110人が成人式を迎え、そのうち73人が出席しました。

　式典では、渡邉町長が「社会が激動している今、時代を

切り開くのは若い柔軟な発想と行動力です。町の文化とそ

れを築いた先人の暮らしを誇りに、ふるさと大江の将来を

ともに支えていってください」と式辞を述べ、その後、20

歳のつどい実行委員長の菊地智央さん（５区）から、記念

品として町に図書が寄贈されました。

　そして成人者代表の岡田翼さん（蛍水）が「故郷を離れて、町の景色の美しさや人々の温かさに改めて

気づきました。ふるさとを誇りに思い、成人としての自覚と責任を持って、地域に役立つ人材になれるよ

う頑張っていきます」と、誓いの言葉を力強く述べました。

８
14 ふるさとの誇りを胸に活躍誓う

▲�渡邉町長に記念品目録を手渡す菊地智央さん

平成２８年９月号・10
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　真夏の山を走り抜ける第41回蔵王坊平クロスカ

ントリー大会が、８月７日に蔵王坊平で開催され

ました。本町からは、町内の小中学生の中からジュ

ニア駅伝の部に男女各５名のチームが出場し、ク

ロスカントリーに13名の選手が参加しました。

　この日は午前中から強い日差しが照りつけ、猛

烈な暑さの中でのレースとなりましたが、選手た

ちはそれぞれ練習で身につけた力強い走りを披

露。駅伝男子の部では、本郷東小学校６年生の菊

地道登さん（梨木原）が第２区で区間賞を獲得す

るなど、大健闘しました。

8
7 猛暑に負けず力走！

　ふるさとでお盆を過ごすために多くの方が帰省

する中、暑さによるぼんやり・居眠り運転の防止

を呼びかけるための街頭指導「ふるさと笑顔帰省

作戦」が、夏の交通安全運動期間中の８月12日に

道の駅おおえ前でおこなわれました。

　この日は、朝早くから町の交通安全対策協議会

の会員30名が参加。「夏の交通安全運動実施中」

の人波看板や、「おかえりなさい　ゆっくり走ろ

う大江町」と書かれたのぼり旗などを持って沿道

に立ち、国道を走るドライバーに安全運転を促し

ました。

8
12 ふるさとで運転もゆっくりと

　消防団員の操法技術の向上と士気

高揚を図る西村山支部消防操法大会

が、８月７日に寒河江市最上川ふる

さと総合公園駐車場で開催されまし

た。本町からは自動車分団第２部と

第４分団第１部が出場。約１カ月に

わたって厳しい訓練を積み重ねてき

た選手たちは、本番の舞台でその成

果を遺憾なく発揮し、優良賞に輝き

ました。

８
7 速さと正確さで勝負！

《小型ポンプの部》
第４分団第１部　

指揮者　宮下　　透（久保）

１番員　柏倉　則夫（橋上）

２番員　伊藤　陽介（美郷）

３番員　柏倉　智史（橋上）

補　欠　橋本　清宣（久保）

補　欠　柏倉　正志（橋上）

《自動車ポンプの部》
自動車分団第２部

指揮者　兼子　貴行（８区）

１番員　青柳　達也（９区）

２番員　佐藤　雄大（９区）

３番員　上田　惇史（７区）

４番員　鈴木　裕二（蛍水）

補　欠　伊藤　直彦（蛍水）

補　欠　堀　　昌達（８区）

▲優良賞・自動車分団第２部 ▲優良賞・第４分団第１部

出　場　者

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（62）２１８７Town TopicsTown Topics



　
８
月
16
日
、
花
火
大
会
が
終
わ
っ
た
次

の
朝
、
空
気
の
乾
き
と
冷
た
さ
に
秋
を
感

じ
た
。
灯
籠
が
流
れ
て
い
た
最
上
川
の
畔

で
は
、
朝
の
５
時
半
だ
と
い
う
の
に
若
い

釣
り
人
が
３
人
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
釣
れ
ま
し
た
か
、何
が
釣
れ
ま
す
か
」、

「
ば
す
、
こ
れ
か
ら
釣
れ
る
と
思
う
よ
」、

「
餌
は
疑
似
餌
で
す
か
、
ど
ち
ら
か
ら
で
す
か
」、
竿
を
上
げ

糸
を
引
き
寄
せ
、
人
工
の
青
虫
の
よ
う
な
物
を
見
せ
て
く
れ

た
、「
山
形
市
か
ら
で
す
」。
ば
す
、
と
聞
い
て
一
瞬
、
お
っ
、

と
戸
惑
っ
た
。ば
す
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
バ
ス
に
違
い
な
い
。

日
本
に
は
い
な
か
っ
た
外
国
の
魚
。
釣
竿
も
短
く
て
、
糸
も

や
や
太
い
よ
う
に
見
え
る
。
釣
り
人
の
服
装
も
何
と
な
く
蓑

笠
や
麦
わ
ら
帽
子
は
似
合
わ
な
い
洋
風
で
、
野
球
帽
だ
。
静

か
な
朝
、
昨
夜
の
人
と
音
と
空
の
花
火
は
、
跡
形
も
な
い
。

花
火
大
会
の
本
部
席
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
大
き
な
分
別
の

段
ボ
ー
ル
の
ご
み
箱
、
周
辺
に
ご
み
は
一
つ
も
落
ち
て
は
い

な
い
。
道
路
に
も
、
ど
こ
に
も
花
火
大
会
の
ご
み
は
見
え
な

い
。
お
越
し
に
な
っ
た
方
々
、
町
民
お
一
人
お
一
人
の
「
持

ち
帰
り
と
後
始
末
」
が
、
き
ち
ん
と
実
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

と
、
空
を
仰
い
だ
。
終
わ
り
良
け
れ
ば
、
す
べ
て
良
し
、
と

は
い
う
け
れ
ど
、
始
め
る
時
に
「
後
始
末
」
ま
で
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

　
８
月
16
日
８
時
40
分
、
胸
に
「
大
江
中
」
と
プ
リ
ン
ト
さ

れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
生
徒
さ
ん
た
ち
が
、
片
付
け
に
向
か

う
町
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
仲
間
に
な
っ
て
い

た
。
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
に
、
朝
の
光
が
ま
ぶ
し
い
ほ
ど

だ
。
彼
ら
が
い
る
か
ぎ
り
、
花
火
大
会
は
な
く
な
る
こ
と
は

な
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

　
虎
は
死
し
て
革
を
残
し
、
花
火
は
消
え
て
人
を
残
す
。
誰

が
言
う
た
か
、
と
ま
れ
、
６
年
後
に
や
っ
て
く
る
水
郷
大
江

１
０
０
回
記
念
花
火
大
会
の
夢
は
大
き
く
、
20
号
玉
１
０
０

連
発
と
成
る
か
、
成
ら
ぬ
か
…
…
成
ら
ぬ
は
人
の
成
さ
ぬ
な

り
け
り
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.36

●　

短
　
歌　

●

夫
逝
き
て
一
人
居
寂
し
早
六
年
お
盆
に
墓
参
あ
り
し
日
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
井　

妙
子

朝
霧
に
ぼ
ん
や
り
見
え
る
山
々
の
小
鳥
鳴
く
音
に
こ
の
世
の
和
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　
　

馥

初
め
て
の
御
飯
粒
が
お
気
に
入
り
池
の
赤
鯉
並
び
て
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
家　

重
之

暑
き
夜
に
孫
と
眺
む
る
大
花
火
過
ぎ
ゆ
く
夏
に
別
れ
を
告
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
か
づ
子

真
夏
日
に
真
赤
に
燃
え
る
鬼
小
百
合
蝶
の
口
付
け
そ
り
返
っ
て
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
つ
ね
よ

ひ
っ
そ
り
と
頭
を
た
れ
て
稚
児
百
合
と
名
付
け
し
弘
法
ふ
さ
わ
し
き
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

與
鼓

家
族
の
名
お
っ
と
の
名
を
も
忘
れ
た
る
妻
の
手
を
と
り
老
ろ
う
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

徳
治

●　

俳
　
句　

●

還
ら
ざ
る
旧
友
悼
む
敗
戦
忌	

菅
井　

妙
子

咲
き
満
ち
て
空
輝
け
り
百
日
紅	

松
田　
　

馥

剱
岳
肩
並
べ
る
や
雲
の
峰	

今
井　

茂
樹

広
島
忌
鶴
折
り
て
き
ぬ
大
統
領	

阿
部　

一
風

水
と
空
青
の
境
や
初
泳
ぎ	

山
家　

重
之

木
下
闇
赤
き
レ
ン
ガ
や
宮
城
峡	

安
藤　

桂
花

河
童
忌
や
世
の
中
今
も
不
安
な
り	

金
子
脩
一
郎

朝
顔
の
明
日
の
花
を
数
へ
た
り	

清
野
今
日
子

枝
払
ひ
残
る
一
房
ミ
ニ
ト
マ
ト	

熊
谷　
　

勉

暇
な
事
な
ど
は
贅
沢
ち
ち
ろ
虫	

舟
山　

三
男

茄
子
の
馬
頸
長
う
し
て
人
を
待
つ	

伊
藤　

啓
泉

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　左沢藩主・酒井直次の死後、慶安元年（1648年）から左

沢の地を領することになった松山藩。その代官所が設置され

たのが、現在の町民ふれあい会館の場所です。周辺には松山

藩の家臣たちが居住し、武家屋敷の街並みが形成されました。

これに伴って、代官所の西側から横町通りまでの新町通り、

代官所の東側から原町通りまでの東町通りなどの新しい道路

が整備されたと考えられています。また、現在の八幡神社境

内には代官所の米蔵があり、月布川の川口橋付近から蔵米を

積み下ろしたと伝わっています。

　その後、近・現代に入り、新道が整備されるなど街並みは

変化しましたが、現在でも間口の広い武家の住居の地割や、

代官所と米蔵の間にある「袋町」（写真上）、その北側を通る

「代官小路」（写真下）などの地名が残されています。

松
山
藩
左
沢
代
官
所
跡
周
辺
の
街
並

平成２８年９月号・12

吟遊浪漫
ぎんゆうろまん



地域おこし協力隊通信 №26

　私が大江町に来てもう５カ月が
経ちました。知らなかった町も、
知らなかった道も、いつの間にか
いつもの町であり、いつもの道と
なっていました。
　さて、私の地元（埼玉県秩父市）

では全く見なかった薪
まき

ストーブで
すが、大江町では薪ストーブを持

つ人が多いということに気付きました。薪ストーブに

使う木は生のうちに割り、１年以上乾燥させた方が良

いということを初めて知り、薪ストーブを持っている

知り合いの家で薪の準備のお手伝いをさせていただ

きました。知り合いのもとに集まった木は、畑に転がっ

ていた木や果物農家の方々が剪定した枝やなめこ栽

培に使った木などで、それをチェーンソーで短く切り
、

斧で割って細くし、薪用の倉庫に並べていきました。

　今回このような体験をしてみて、薪ストーブは使い

方や手入れだけでなく、薪の準備もすごく大変という

ことがわかり、薪ストーブを持つ家がどれだけ大変な

のかを知ることができました。また、薪ストーブを持

つ家が少しずつ増えていることを知り、それは、大江

町の特徴にもなるのではないかなと思いました。

地域おこし協力隊　秋山雛菜
↑薪割りしたメンバー（就農研修生と受入農家）

若
者
を
集
め
て
町
を
盛
り
上
げ
た
い

　
佐
久
間
　
大
輝
さ
ん
　（
27
歳
・
11
区
）

　専門学校で美容師の資格を取得し、20

歳の時に神奈川県の理美容室で働くよう

になった佐久間さん。その時、テレビに

出演していたある女性歌手を見て「いつ

か、この人のヘアメイクを担当したい」

と強く思ったといいます。そしてお店を

退職後、有名芸能人のヘアメイクを手が

ける方に弟子入りし、１年後にはついに

あこがれていた歌手の方を担当すること

ができたそうです。

「目標にしていた方を担当できて、もち

ろんすごく嬉しかったんですが……たっ

た１年で夢が叶ってしまったので、燃え

尽きてしまったのかもしれません」

　現在は実家のヘアーサロンサクマで働

いている佐久間さん。町内の婚活イベン

トなどにも積極的に協力しています。

「町にもっともっと若者が増えてくれた

らいいなと思って活動しています。町の

人口が増えれば、うちのお店も繁盛する

ようになりますからね」と、笑顔で話し

てくれました。

↑薪割りの様子

13・広報おおえ



特
定
公
共
賃
貸
住
宅
み
な
み
団
地
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
戸
数
お
よ
び
所
在
地
／
Ａ
棟
３
号

（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
大
字
本
郷
己
１
２
１

‐

２
３
、

Ｄ
棟
３
号（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）大
江
町
大
字
本
郷

己
１
２
１

‐

３
０

◆
家
賃
お
よ
び
敷
金
／
Ａ
棟
６
万
３
千
円

（
敷
金
18
万
９
千
円
）、
Ｄ
棟
６
万
１
千
円

（
敷
金
18
万
３
千
円
）

※
家
賃
に
は
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
応
募
の
条
件
／
①
世
帯
の
月
額
所
得
が

15
万
８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以
下
で
あ

る
こ
と
、
②
現
に
同
居
し
、
ま
た
同
居
し

よ
う
と
す
る
家
族
が
い
る
こ
と
、
③
暴
力

団
関
係
者
は
入
居
を
お
断
り
し
ま
す

◆
募
集
期
間
／
９
月
14
日（
水
）～
９
月
30

日（
金
）

◆
入
居
予
定
日
／
11
月
１
日（
火
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
水
道
課
管
理

係
☎（
６
２
）２
１
１
６
ま
で

「
お
お
え
の
物
産
味
覚
ま
つ
り
」

出
店
者
募
集

　
大
江
の
秋
の
味
覚
や
物
産
が
勢
ぞ
ろ
い

す
る「
お
お
え
の
物
産
味
覚
ま
つ
り
」を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
出
店
さ
れ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
13
日（
日
）９
時
30
分
～

◆
場
所
／
町
民
ふ
れ
あ
い
会
館

◆
内
容
／
町
産
品
の
販
売
、各
種
イ
ベ
ン
ト

◆
締
切
／
９
月
23
日（
金
）ま
で

※
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
お
え
の

物
産
味
覚
ま
つ
り
事
務
局
大
江
町
商
工
会

☎（
６
２
）４
１
２
８
、
ま
た
は
政
策
推
進

課
起
業
推
進
係
☎（
６
２
）２
１
３
９
ま
で

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
す
】

１
に
運
動
　
２
に
食
事
　
し
っ
か
り
禁
煙

最
後
に
ク
ス
リ
　
～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

　
運
動
・
食
事
・
禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣

を
振
り
返
り
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く

り
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
…
①
毎
日
10
分
の
運
動
を
プ
ラ

ス
、
②
食
卓
に
野
菜
の
お
か
ず
を
一
皿
プ

ラ
ス
、
③
禁
煙
を
す
る
（
受
動
喫
煙
は
が

ん
や
心
臓
病
、
子
ど
も
の
ぜ
ん
そ
く
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
）

【
９
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す
】

　
国
内
で
は
、
今
で
も
年
間
約
２
万
人
の

新
し
い
患
者
が
発
生
し
、
約
２
千
人
が
命

を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
週
間
以
上
続
く
咳
や
微
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
、
結
核
が
心
配
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
乳
児
は
１
歳
に
な
る
前
ま
で
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
、
65
歳
以
上
の
方
は

年
１
回
の
結
核
検
診（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

職
場
や
町
、
医
療
機
関
で
結
核
検
診
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
は
、
医
療
機

関
な
ど
で
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

左
沢
市
街
地
一
斉
清
掃
の

実
施
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
３
年
ぶ
り
に
左
沢
地
区
の
関

係
住
民
が
主
体
と
な
り
、
消
防
団
（
自
動

車
分
団
・
第
１
分
団
）
、
建
設
ク
ラ
ブ
、

町
な
ど
が
協
力
し
合
い
、
左
沢
市
街
地
の

側
溝
を
清
掃
し
ま
す
。
住
み
よ
い
環
境
の

維
持
の
た
め
に
も
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
11
日（
日
）８
時
～

◆
清
掃
場
所
／
左
沢
１
区
～
10
区
の
道
路

側
溝

※
当
日
は
、
清
掃
作
業
中
の
交
通
規
制
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
危
機
管
理

係
☎（
６
２
）２
１
８
７
ま
で

大
江
町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅
の
ご
案
内

　
大
江
町
公
共
交
通
機
関
利
用
促
進
協
議

会
の
共
催
事
業
と
し
て
、
「
大
江
町
民
ふ

れ
あ
い
の
旅
」ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　山形県国際交

流センターでは、

県内に住んでい

る外国人の方を

対象に、日常生

活で困っている

ことなどを母国

語で相談できる相談窓口を開設しています。

◆開設曜日と開設時間　

言　語 開設曜日 開設時間
日本語・英語 火～土 10時～ 17時
中国語 火・金

10時～ 14時
ポルトガル語 水
韓国・朝鮮語 木・土
タガログ語 金

◆場所／公益財団法人山形県国際交流協会

　　　（霞城セントラル２階）

◆相談電話番号／023(646)8861

◆相談専用E-mail／soudan@airyamagata.org

外国人相談窓口について

平成２８年９月号・14

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで



◆
日
時
／
10
月
25
日（
火
）～
26
日（
水
）１

泊
２
日

◆
内
容
／
北
海
道
新
幹
線
で
行
く
北
海
道

の
旅
　
函
館
・
江
差
　
道
南
名
所
め
ぐ
り

◆
募
集
定
員
／
40
名

※
詳
し
く
は
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
推
進
課
政
策

推
進
係
☎（
６
２
）２
１
１
８
ま
で

村
山
地
域
森
の
感
謝
祭
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
９
月
24
日（
土
）９
時
半
～
12
時

夕
方
降
り
出
し
た
大
雨
に
、
慌
て
て

レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
て
撮
影
に
臨

ん
だ
花
火
大
会
。
始
ま
っ
て
間
も
な
く
雨

は
や
み
ま
し
た
が
、
再
び
降
る
の
で
は
な

い
か
と
そ
の
ま
ま
撮
影
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
夏
の
夜
の
蒸
し
暑
さ
の
中
、
終
わ
る

こ
ろ
に
は
ま
る
で
減

量
中
の
ボ
ク
サ
ー
の

よ
う
に
汗
で
全
身
ず

ぶ
濡
れ
に
。
ひ
と
夏

の
花
火
の
よ
う
に
は

か
な
い
、
つ
か
の
間

の
減
量
体
験
で
し
た
。

�

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

◆
会
場
／
大
山
自
然
公
園
（
荒
天
時
は
中

央
公
民
館
で
式
典
の
み
開
催
）

◆
内
容
／
森
の
感
謝
祭
式
典
（
大
江
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｏ

‐

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
」
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
林
業
功
労
者
表
彰
な
ど
）
、
森

づ
く
り
活
動（
公
園
散
策
路
の
保
全
活
動
）

※
森
づ
く
り
活
動
に
は
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

※
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
村
山
総
合

支
庁
森
林
整
備
課
☎
０
２
３（
６
２
１
）８

２
４
８
、
ま
た
は
農
林
課
事
業
係
☎
（
６

２
）２
１
１
５
ま
で

介
護
の
し
ご
と
ミ
ニ
講
座

　
介
護
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
考
え
て
い

る
が
ま
だ
経
験
の
な
い
方
、
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
、
就
活
へ
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
て

い
る
方
、
実
際
に
現
場
施
設
で
働
く
職
員

の
方
の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
当

日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
29
日
（
木
）
13
時
半
～
（
90

分
程
度
）

◆
会
場
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒
河
江

◆
参
加
料
／
無
料

※
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
形
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３（
６
３
３
）７

７
３
９
ま
で

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義
務

と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交
付
の

日
か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書
換
え

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
写
真
の
書
換
え
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※「
写
真
の
書
換
え
」と
は
、新
し
い
写
真
を

印
刷
し
た
免
状
に
取
り
替
え
る
こ
と
で
す
。

◆
申
請
書
入
手
先
／
西
村
山
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
、
村
山
総
合
支
庁
、
一

般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山

形
県
支
部

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
一
般
財
団

法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支

部
☎
０
２
３（
６
３
１
）０
７
６
１
ま
で

労
働
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
解
雇
な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

悩
み
の
方
の
た
め
に
、
労
働
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
10
月
16
日（
日
）10
時
～
15
時

◆
場
所
／
山
形
県
庁

◆
対
象
者
／
労
働
者
、
事
業
主
な
ど

※
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
形
県
労

働
委
員
会
☎
０
２
３（
６
３
０
）２
７
９
３

ま
で

出 演 団 体 時　間
ＭＯＶＥＲヒップホップダンス 11時 20分

深沢獅子踊 11時 30分
七区囃屋台 11時 45分

三区左沢獅子踊 12時 05分
九区尚和会神輿 12時 20分

おかみさんソーラン愛好会 12時 30分
御免町囃子座 12時 35分

八幡神社神輿（柏風会） 13時 00分
左澤八区女相撲甚句 13時 15分

　※お問い合わせは、大江町観光物産協会事務局

　　☎(62)2139まで

　各地区に大切に受け継が

れてきた伝統芸能や神輿

が、町内を練り歩きます。

また、ＪＲ左沢駅前では下

記の日程でパレードも開催

されますので、ぜひお越し

ください。

◆期日／９月18日㈰

◆パレード場所／

　ＪＲ左沢駅前広場

おおえの秋まつり開催！

15・広報おおえ

今月の納税　納期限９月30日（金）　お忘れなく！
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料(普通徴収　第３期)



　私の父が使っていた「前びき」と「大のこ」です。昔、柳
川には製材所があり、古寺からトロッコで運んできたブナな
どの木材をそこで加工していました。直径１メートル以上も
あるブナの丸太を、この前びきで縦に半分に割ってから保管
していたそうです。製材所があったのは私が小学校に入る前
のことで、私が林業を継いでからは使ったことがなく、小屋
の奥にしまわれたままになっていました。
　何十年もの時間が経って、刃は赤く錆びてしまっています
が、父はまめな性格で、常に刃を研いでいましたので、今で
も木を切れると思います。

� （柳川平　鈴木　孝）

想い出の

My蔵品
まいぞうひん

皆さんの心に残る想い

出の品を、それにまつ

わるエピソードととも

にご紹介します。

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？　懐かしい写真、

　�長年愛用している道具、旅先で購入した記念の品など、なんでも結構です。

総務課情報システム係☎（６２）２１８７まで、ぜひお知らせください。

お誕生おめでとう

区　名　  氏　名　 性別  父母名

小　見　鈴木　啓
ひろ

人
と

　男　聡・早苗

下北山　松田　叶
かのん

望　男　裕司・理恵

橋　上　柏倉　幸
ゆきちか

親 男 元気・美野

みなみ　菊地 夏
な る

瑠　女　亮太・妙子

藤　田　山内　　光
ひかる

　男　クレベル・留美

月が丘　今野　愛
ま な

菜　女　清彦・あや子

３　区　佐藤　知
ち

夏
なつ

　女　元輝・紗希

藤　田　菅井　紗
さ ゆ

結　女　悠・美穂

富　沢　斎藤　龍
りゅうし

志　男　健裕・奈未

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　  年齢

４　区　白田　かく（８６）
小漆川　林　はるの（８９）
６　区　冨樫　　雄（２５）
木の沢　木村　新治（４７）
田ノ沢　今野　　信（８１）
市の沢　室岡しげへ（９３）
小　見　伊藤美和子（８７）

戸籍のまど
７月21日～８月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,630人（ー８）

　　　男　4,263人（ー６）

　　　女　4,367人（ー２）

世 帯 数　2,923戸（＋１）

平成28年９月１日現在

▲�丸太を縦割りにす
る時に使われた、
長さ約１メートル
にもなる「前びき」

▲�木を切り倒すため
に使った、長さ
１メートル以上の
「大のこ」。かなり
の大木でも切るこ
とができます。

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱

平
成
28年
９
月
号
（
№
6
6
7
）

2016年
９
月
1
0
日
発
行

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
8
8
2
-1

http://w
w
w
.tow
n.oe.yam

agata.jp/　
E
-m
ail:info@

tow
n.oe.yam

agata.jp

※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。


